
　

そ
こ
で
私
が
新
し
く
考
案
し
た
の
が
、
液

肥
化
槽
方
式
の
生
ゴ
ミ
処
理
シ
ス
テ
ム
で

す
。

　

そ
の
仕
組
み
は
、
図
面
を
見
て
も
ら
う
と

分
か
り
ま
す
が
、
送
液
ポ
ン
プ
の
吐
出
側

ホ
ー
ス
の
頂
点
が
第
一
の
排
水
口
よ
り
若
干

高
く
し
て
あ
り
、
そ
の
為
に
洗
い
水
の
排
水

が
液
肥
化
槽
側
に
流
れ
ず
に
、
全
て
下
水
側

へ
排
出
さ
れ
ま
す
。

　

流
し
た
水
の
流
れ
を
、
順
を
追
っ
て
説
明

し
ま
す
。

①
シ
ン
ク
に
流
し
た
水
は
50
㍑
と
し
て
、
ス

ト
レ
ー
ナ
ー
32
を
通
じ
て
第
一
の
排
水
口
33

か
ら
下
水
側
に
排
水
さ
れ
る
排
水
量
は
45
㍑

で
す
。
食
器
を
洗
っ
た
洗
剤
の
殆
ど
は
希
釈

さ
れ
45
㍑
の
水
と
共
に
下
水
側
に
排
水
さ
れ

る
。

　

33
の
排
水
口
は
、
既
存
の
デ
ィ
ス
ポ
ー

ザ
ー
に
は
な
い
機
構
で
す
。（
こ
れ
ま
で
の

デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
に
は
33
の
排
水
口
が
な
く

シ
ン
ク
に
流
し
た
水
と
洗
剤
ま
た
粉
砕
し
た

生
ゴ
ミ
の
全
て
が
浄
化
槽
に
流
れ
る
機
構
）

る
な
ど
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、

悪
臭
の
発
生
や
残
渣
処
理
に
問
題
点
を
提
起

す
る
自
治
体
も
出
て
き
ま
し
た
。
そ
の
為
、

大
臣
認
定
品
や
適
合
品
の
生
ゴ
ミ
処
理
シ
ス

テ
ム
で
あ
っ
て
も
、
マ
ン
シ
ョ
ン
等
へ
の
設

置
を「
建
築
確
認
申
請
の
段
階
で
制
限
す
る
」

と
言
う
自
治
体
も
出
て
き
て
い
ま
す
。

　

技
術
面
か
ら
日
本
と
海
外
の
違
い
を
み
て

み
る
と
、
米
国
で
は
直
流
方
式
の
デ
ィ
ス

ポ
ー
ザ
ー
が
広
く
普
及
し
て
お
り
ま
す
。
一

方
、北
欧
で
は
環
境
負
荷
が
大
き
い
と
し
て
、

近
年
、
直
流
方
式
の
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
使
用

を
制
限
し
て
き
て
い
る
国
も
あ
り
ま
す
。
日

本
で
は
、
直
流
方
式
の
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
使

用
は
各
自
治
体
が
運
営
管
理
す
る
下
水
道
施

設
の
負
荷
を
増
す
と
し
て
原
則
禁
止
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
日
本
で
は
、
粉
砕
処

理
さ
れ
た
生
ゴ
ミ
は
、
ト
イ
レ
と
同
じ
下
水

道
に
は
直
接
流
せ
な
い
こ
と
か
ら
、
浄
化
槽

を
用
い
ま
す
が
、
高
額
な
設
置
費
用
ま
た
処

理
機
能
の
悪
さ
と
悪
臭
問
題
が
普
及
を
妨
げ

る
要
因
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

ア
イ
デ
ア
勝
負
の
省
エ
ネ
改
修

　
　
　

第
２
回　

デ
ィ
ポ
ー
ザ
ー
か
ら
液
肥
作
り

新連載

   

ま
ず
、
家
庭
で
の
生
ゴ
ミ
処
理
に
関
し
て

言
え
ば
、コ
ン
ポ
ス
ト
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
本
で
は
、
コ
ン
ポ
ス
ト
や
家
庭
用
生
ゴ
ミ

処
理
機
の
普
及
の
た
め
に
自
治
体
が
補
助
金

を
出
し
て
い
ま
す
。
東
京
都
町
田
市
で
は
家

庭
用
生
ゴ
ミ
処
理
機
（
乾
燥
式
）
に
１
万
円

が
補
助
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
普
及
は
あ
ま
り

進
ん
で
い
な
い
よ
う
で
最
近
は
バ
イ
オ
式
を

推
奨
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

普
及
が
進
ま
な
い
理
由
は
、
上
の
表
に
ま

と
め
て
み
ま
し
た
が
、
ま
ず
、
家
庭
用
生
ゴ

ミ
処
理
機
で
処
理
し
て
も
乾
燥
し
減
量
化
し

た
だ
け
で
は
肥
料
と
し
て
直
に
は
使
用
で
き

ま
せ
ん
。

  

そ
の
為
、
家
庭
ゴ
ミ
で
出
す
市
民
が
多
く

各
自
治
体
で
の
生
ゴ
ミ
焼
却
処
理
量
が
減
ら

な
い
原
因
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
、
新
築
マ
ン
シ
ョ
ン
で
デ
ィ
ス

ポ
ー
ザ
ー
の
普
及
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
シ
ン

ク
に
流
し
た
漂
白
剤
、
洗
剤
、
塩
類
な
ど
発

酵
分
解
を
阻
害
す
る
化
学
物
質
の
全
て
が
浄

化
槽
に
入
る
た
め
、
発
酵
分
解
に
支
障
が
出

   

こ
ん
に
ち
は
。
新
横
浜
総
合
生
産
技
術

サ
ー
ビ
ス
の
宮
崎
政
安
で
す
。

　

先
月
号
で
は
、
こ
れ
か
ら
は
じ
め
る
連
載

の
概
要
に
つ
い
て
お
話
し
ま
し
た
。今
月
は
、

生
ゴ
ミ
を
手
軽
に
家
庭
内
で
肥
料
化
で
き
る

シ
ス
テ
ム
を
紹
介
し
ま
す
。

　
１
９
４
５
年
富
山
県
生
ま
れ
。
外
資
系
石
油
会

社
、
医
薬
品
会
社
の
工
場
長
、
技
術
／
製
造
部

長
を
経
て
、
現
在
、
新
横
浜
総
合
生
産
技
術
サ
ー

ビ
ス
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
他
、
医
薬
品
・
住
宅

メ
ー
カ
ー
な
ど
各
分
野
で
技
術
顧
問
を
つ
と
め

る
。

　

□ 

宮
崎
政
安　
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　　システム名 　問題点
　　コンポスト　 ・大変面倒な維持管理

・悪臭・害虫の発生
　家庭用生ゴミ処理機 ・面倒な維持管理

・電気代が多く掛かる
・悪臭の発生
・家庭ゴミとして出す
・機械の故障が多い

　大臣認定品や適合品の
　生ゴミ処理システム

・設備が高価格 40 ～ 50 万円
・維持管理費が高い
・悪臭の発生
・電気代が多く掛かる



新連載

　

液
肥
化
槽
の
構
造
は
３
槽
に
分
か
れ
て
い

て
、
各
槽
に
エ
ア
ー
バ
ブ
リ
ン
グ
し
好
気
性
発

酵
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
最
終
槽
か
ら

は
、
殆
ど
臭
い
の
無
い
茶
色
の
液
肥
が
流
出
し

ま
す
。
そ
し
て
、
前
記
の
茶
色
の
液
肥
は
数
分

で
透
明
液
と
茶
色
の
沈
殿
物
の
２
層
に
分
離
し

ま
す
。（
分
離
後
状
態
は
上
部
が
透
明
液
で
す
）

　

こ
の
仕
組
み
は
、
液
肥
化
槽
を
介
さ
ず
に
、

そ
の
ま
ま
地
中
（
赤
玉
土
や
鹿
沼
土
）
に
注
入

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
①
液
肥
化

槽
方
式
と
、
②
地
中
注
入
方
式
の
２
種
類
の
い

ず
れ
か
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

②
食
器
を
す
す
ぎ
洗
い
し
５
㍑
程
度
の
水

を
桶
に
溜
め
る
。（
水
の
節
約
の
た
め
）

　

③
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
と
送
液
ポ
ン
プ
を
運

転
し
、
生
ゴ
ミ
を
粉
砕
処
理
し
送
液
す
る
。

　

こ
の
と
き
、
上
記
②
で
桶
に
溜
め
た
５
㍑

の
水
を
流
し
な
が
ら
粉
砕
し
送
液
ポ
ン
プ
で

生
ゴ
ミ
ス
ラ
リ
ー
液
を
液
肥
化
槽
へ
送
る
。

　

④
生
ゴ
ミ
ス
ラ
リ
ー
液
が
５
㍑
流
れ
込
む

と
、
液
肥
化
槽
の
流
出
口
か
ら
十
分
発
酵
分

解
し
た
液
肥
５
㍑
（
３
回
の
炊
事
で
15
㍑
の

液
肥
が
得
ら
れ
る
）
が
流
れ
出
る
。

　

⑤
宅
地
内
の
植
木
や
草
花
の
肥
料
と
し
て

有
効
活
用
す
る
。

　

こ
れ
を
、
１
回
炊
事
で
使
用
す
る
水
道
使

用
量
（
一
般
家
庭
の
平
均
が
約
50
㍑
、
料
理

支
度
か
ら
食
器
を
全
て
洗
い
終
わ
る
ま
で
の

水
使
用
量
）
で
実
験
し
、
液
肥
化
槽
方
式
の

場
合
は
、
電
気
代
：
４
０
０
円
／
月
で
す
。

そ
の
殆
ど
が
エ
ア
ー
ポ
ン
プ
の
動
力
費
用
で

す
。
注
入
方
式
の
場
合
は
、
10
円
／
月
で
済

み
ま
す
。

　

水
道
代
に
関
し
て
は
０
円
で
す
。
生
ゴ
ミ

ス
ラ
リ
ー
液
の
排
出
に
送
液
ポ
ン
プ
を
使
用

す
る
『
節
水
手
段
』
を
採
用
し
た
の
で 

生

ゴ
ミ
粉
砕
で
使
用
す
る
水
は
既
存
品
の
２
分

の
１
以
下
と
大
幅
な
節
水
が
可
能
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
為
、
生
ゴ
ミ
の
粉
砕
で
使
用
す

る
水
は
、溜
め
洗
い
の
桶
で
十
分
足
り
ま
す
。

　

設
備
の
予
算
は
、
②
注
入
方
式
の
場
合
、

デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
と
送
液
ポ
ン
プ
、
ス
ト

レ
ー
ナ
ー
等
の
材
料
費
、
約
10
万
円
で
済
み

ま
す
。
①
液
肥
化
槽
方
式
の
場
合
は
、
こ
れ

ら
に
加
え
て
、
液
肥
化
槽
の
価
格
の
約
５
万

円
が
加
わ
り
ま
す
か
ら
、
略
15
万
円
ほ
ど
で

す
。
液
肥
化
槽
は
既
存
の
２
０
０
リ
ッ
ト
ル

雑
水
処
理
槽
に
エ
ア
ー
バ
ブ
リ
ン
グ
装
置
を

取
り
付
け
る
形
で
製
造
メ
ー
カ
に
依
頼
し
て

い
ま
す
。

　

現
在
、
第
三
者
機
関
で
実
験
と
評
価
を
し

て
お
り
ま
す
が
実
験
レ
ベ
ル
で
は
植
木
や
草

花
の
生
長
は
か
な
り
良
い
と
の
結
果
を
受
け

て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
理
由
は
、 

食
事
後
に
食
器
類
を
洗

い
終
え
た
後
に
生
ゴ
ミ
を
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー

で
粉
砕
、
20
秒
で
処
理
し
ま
す
が
、
結
果
的

に
は
生
ゴ
ミ
を
洗
い
水
で
洗
っ
た
後
に
粉
砕

処
理
す
る
形
と
な
る
の
で
生
ゴ
ミ
含
ま
れ
る

『
塩
類
や
油
』
の
殆
ど
が
洗
い
水
に
よ
っ
て

流
れ
下
水
側
に
排
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

為
、
塩
類
や
油
そ
し
て
洗
剤
ま
た
漂
白
剤
が

液
肥
化
槽
に
殆
ど
流
入
し
な
い
の
で
発
酵
分

解
が
良
好
に
維
持
さ
れ
る
の
で
す
。

　

そ
れ
は
、
既
存
品
の
庭
置
き
コ
ン
ポ
ス
ト

や
家
庭
用
生
ゴ
ミ
処
理
機
に
比
べ
て
も
塩
害

の
問
題
が
発
生
し
な
い
簡
単
容
易
な
生
ゴ
ミ

の
肥
料
化
方
式
で
あ
り
、【
環
境
共
生
循
環

型
社
会
】
へ
の
環
境
に
優
し
い
一
つ
の
提
案

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
お
宅
の
キ
ッ
チ
ン
シ
ン
ク
の
中
を

覗
い
て
み
て
試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

価格 簡便性 維持費用

生ゴミ処理

システム

（地中注入式）

→自己管理維持費

10 万円   10 円／月

 ○  0.3 万円／年

（液肥化槽式）

 →管理維持費 

15 万円  400 円／月

◎ 0.5 万円／年

ここの部分が
今までにない

高く設置する

　②地中注入方式【赤玉土／鹿沼土へ注入する好気性発酵分解処理】

 

　〔出願／特許取得〕

　①液肥化槽方式【簡単容易な新しい生ゴミ処理システムの評価】

写
真
で
見
る
と
こ
ん
な
仕
組
み

液肥化槽（浄化槽）


